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開催日：平成 24 年 9 月 23 日（日） 

時 間：14 時から 16 時まで（受付:13 時 30 分から） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<プログラム> 
 

14:00 ガイダンス 
 

14:10 城下町バルをも少し楽しむための予習タイム 
 

14:50 周辺の見どころをまちあるき 

 

 

 

ぶらくり丁→つきじ横丁→銀座通り・浜通り 

→市掘川沿い→京橋 
 
 

 
1５:5５ おわりに 

 
※終了時刻は 16 時頃、解散場所は京橋付近を予定 

 

 Point！ 
お店の人に話を
聴きます 

 

主催：和歌山市  共催：わかやま城下町バル実行委員会 

Point！ 
超レトロなモノ
見学 

Point！ 
お店の人に話を
聴きます 
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写真を募集します 

 

  
今日のプログラムでは、まちなかのみどころを巡ります。 

道中の印象的な風景や、おもしろいと感じたものを写真撮影してくだ

さい（携帯電話のカメラ機能でもＯＫ！）。 

一人ひとりの視線から見る和歌山を、広く発信していきたいと考えて

行きます。 

あなたの目からみた「わかやま」を、伝えてください。 

ご協力お願いします。 

   

【提出方法】 

・当日又は後日に、写真データをメールに添付し、写真の「タイトル」「コメント・

想い」を添えた上で、都市整備課まで送信ください。 

和歌山市 都市整備課メールアドレス：toshiseibi@city.wakayama.lg.jp 

【写真の公開について】 

・提出いただきました写真につきましては、景観ホームページ等にて掲載させて

いただくことがあります。 

直感を信じて、 
どんな対象でも 

オッケー！ 
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城下町バルをも少し楽しむための予習タイム 
 

 

 

 

 

 

 

～お話する予定の内容（予定）～ 

 

１ 城下町バルを味わい尽くす技 

 チケットを駆使して楽しみ倒す―ちょいチケも使って半日遊ぶプラン（イベントと

のコラボも） 

 広いエリアを制覇―バスの話 

 バルチケットの安心システム―あとバルの紹介 

 

２ 話題の店舗マル秘情報 

 新しく開店した店舗情報 

 高級な（敷居の高い）店お試しチャンス情報 

 城が見える穴場店舗情報 

 

３ 城下町バル誕生物語 

 城下町バルが始まったきっかけ 

店にはずれが少ない。どこも安くてうまい。それを知ってもらいたい。 

 なぜ「城下町」なのか 

和歌山城はまちのシンボル、方角によって見え方が違う、魅力的な城・・・など。 

 

４ 城下町としての見どころスポット/おすすめ写真スポット など 

西さんのお気に入りの場所を、写真をつかって解説（１枚～数枚） 

中橋から見る和歌山城など 

  

 

バルの特ダネ教えます。 
知りたいことがあれば、どん
どん質問してください。 
いつでもどうぞ！！ 

わかやま城下町バル実行委員会 事務局長 

西祥文（にしよしふみ） 

・和歌山市出身 

・有限会社パッシュ代表取締役 

・JCラストイヤーに近畿地区協議会専務理事を経験 

・市内の様々なイベントに携わるなどまちづくり活動に参画 



4 

 

 

 

 

 

  

周辺の見どころをまちあるき 
まちあるきのコース（予定） 

スタート 

フォルテワジマ 

お茶のおよばれ 

HIDE OUT カフェ 

 

【参考】穴場情報：  

中橋は 

「和歌山城チラリスポット」 

 

 

 

 

 

ゴール 

京橋 

穴場情報： 

市堀川とビルの背中 

穴場情報： 

夕陽スポット 

市堀川 

エリア情報：ぶらくり丁周辺 

ぶらくり丁では、文政の大火の後、古着などの商

品を店先にぶらくって（吊り下げて）販売してい

たことから、この名が付いたと言われます。道幅

は 4ｍしかありませんでしたが、多くの人で賑わ

いました。 

絵図は、本町より西側の「西ノ店
にしのたな

」の風景です。

毎日魚市が開かれており、多くの人が詰めかけ、

城下町の台所となっていました。 

 

図①：にぎわう城下の台所／西店魚市 

城下町の風景（額田雅裕・芝田浩子,ニュース和歌山） 

 
皆さんも自分のお気に入り
スポット、見つけてみませ
んか？写真に撮って発信し
てください♪ 

S 

G 

ぶらくり丁界隈のことを 

教えてもらいながら歩きます 

図⑤ 

図① 

図① 

エリア情報：京橋周辺 

この絵図は、約 160年前の風景

です。京橋の南側は和歌山城の

正面入り口で、一般の人はお城

に入れませんでした。市堀川は

幅が 36m と今より広く、輸送の

大動脈として多くの船が行き交

っていました。 

 図⑤：行き交う船 にぎわう河岸 

／京橋御門の外 

「城下町の風景」（額田雅裕・芝田浩

子,ニュース和歌山） 

図⑤ 

ぶらくりスイング 

ブース 

 

http://wakayamacitylandscape.wordpress.com/keikanbito/nishiyoshifumi/%e9%b7%ba%e3%81%ae%e6%a3%ae/
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店長トーク 

いろは劇場 

穴場情報： 

つきじ横丁 

レトロなトイレ 

穴場情報： 

公衆トイレ(ﾊﾞﾙ本番で役立ててね) 

堀詰橋 

築
地
通 

和
歌
川 

真
田
堀
川 

50m 0 

浜
通
り 

穴場情報： 

数十年来続く 

うなぎ釣り 

 

エリア情報：雑賀橋周辺 

雑賀橋をはさんで、２つの映画感館があ

りました。多くの人が集まる場所で、映

画の待ち時間には界隈の喫茶店や本屋、

カレー屋などに立ち寄って時間をつぶす

ことができました。 

 

図③：築地映画劇場横の路地 

「ふるさと和歌山市」（郷土出版社） 

図②：帝国座と築映 

エリア情報：浜通り 

古くからの歓楽街で、多くの人がそぞろ歩きしていま

した。終戦時までは、金魚すくいやバナナの叩き売り

などの夜店も出ました。 

戦後は両側に店が並ぶ通りとなっていました（図④）。 

 

図④：築地浜通り 

ふるさと和歌山市 

（郷土出版社） 

穴場情報： 

鈴丸橋から臨むお

城の天守閣 

店長トーク 

今は懐かしい「スマートボ

ール」のお店 

現在 

つきじ横丁のスタンド 

住吉神社 

図③ 

図② 

図④ 

図② 

図③ 

図④ 

気に 

なる 

看板 
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参考：オススメのコンテンツ 
 

○ぶらくりスイング 

ぶらくり丁商店街とその周辺でアーティストによる演奏が繰り広げられます。 

本日 17時頃まで開催。 

 

  

 
帰りに寄ってって
ください♪ 
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○「景観人（けいかんびと）」インタビュー 

 

まちの魅力づくりの仕掛け人に対して、インタビューを行い、HPにて連載しています。 

景観人の、まちへのアツいまなざしと、クールな生き方模様を描き出します。 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

「和歌山市の景観ホームページ」：http://wakayamacitylandscape.wordpress.com 

 

 

  

＃１ 建物の物語を紡ぐ人  

中西重裕(なかにししげひろ) 氏 

＃２ 人を楽しませる運営事務局のプロ 

西祥文(にしよしふみ)氏 

 

＃３ 「まち×美しい景色×人の集う場」 

のクリエイター 

半田雅義（はんだまさよし）氏 

【近日公開予定！】 

 

＃４ 和歌山の魅力を伝える人 

寺本東吾（てらもととうご）氏 

【近日公開予定！】 

http://wakayamacitylandscape.wordpress.com/keikanbito/nakanishishigehiro-2/%e4%b8%ad%e8%a5%bf%e6%b0%8f%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%93%e3%83%a5%e3%83%bc/
http://wakayamacitylandscape.wordpress.com/keikanbito/nishiyoshifumi/p1100703/
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メ モ ス ペ ー ス 


